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トピックスtopics

p1◆組織改革が始動「組織対策特別委員会」を設置
　	◆	＂農地を活かし、担い手を応援する運動＂がスタート
p2◆重点課題は「集落の話し合い」です‼	
p3◆モデルファーム協定が広がっています
p4◆常任会議だより

農
業
委
員
の
選
出
方
法
の

変
更
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
新
設
、
都
道
府
県

農
業
会
議
と
全
国
農
業
会
議

所
の
「
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
構
」
へ
の
移
行
等

を
主
な
内
容
と
す
る
「
農
業

委
員
会
法
の
改
正
法
案
」
の

国
会
審
議
が
参
議
院
で
大
詰

め
を
迎
え
て
い
ま
す
。
近
く

成
立
す
る
見
込
み
で
す
。

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、

参
議
院
の
農
林
水
産
委
員
会

委
員
を
中
心
に
与
野
党
国
会

議
員
へ
の
働
き
か
け
を
行

い
、
付
帯
決
議
や
政
省
令
に

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
要

請
内
容
を
反
映
さ
せ
る
取
り

組
み
を
精
力
的
に
す
す
め
て

い
ま
す
。

本
会
議
も
、
法
改
正
を
見

据
え
た
「
行
動
す
る
農
業
会

議
・
農
業
委
員
会
」
の
体
制

づ
く
り
に
向
け
て
、
６
月
24

日
、「
農
業
委
員
会
系
統
組

織
対
策
特
別
委
員
会
」（
委

員
長
＝
草
木
慶
治
会
長
）
を

設
置
し
、
組
織
改
革
に
向
け

た
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
、
農
業
会
議
の
「
組

織
変
更
計
画
」や「
農
委
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
業
務
規
程
」
の
原

案
を
詰
め
る
と
と
も
に
、
農

業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
選
任
に
必
要
な

条
例
改
正
や
具
体
的
な
選
任

方
法
な
ど
の
対
応
方
針
（
考

え
方
）に
つ
い
て
も
協
議
し
、

各
農
業
委
員
会
と
協
議
し
て

い
く
予
定
で
す
。

組
織
改
革
が
始
動

　
　
　「
組
織
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置

農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
全
国
一
斉
に

取
り
組
む
「
農
地
を
活
か
し
、
担
い
手
を

応
援
す
る
運
動
」
が
始
ま
り
、
本
会
議
は

７
月
３
日
、
各
農
業
委
員
会
へ
京
都
府
版

の
「
推
進
要
領
」
を
提
示
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
運
動
の
柱
は
次
の
四
項
目
と

な
り
ま
す
が
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
て
、

各
農
業
委
員
会
で
具
体
的
な
取
り
組
み
方

法
を
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
２
面
へ
）

♳　

 

集
落
・
地
域
で
の
〝
話
し
合
い
〞
の

推
進

♴　

 

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
土

地
利
用
の
推
進

♵　

 

府
民
・
地
域
住
民
の
農
業
・
農
村
へ

の
理
解
の
促
進

♶　

 

農
地
の
実
態
把
握

“農地を活かし、担い手を応援する運動”がスタート
～ 地域の課題に応じて、取り組みの具体化を ～

組
織
改
革
が
始
動

　
　
　「
組
織
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置

運動の一環として府内すべての農業委員会
で取り組まれている農地パトロール
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“
農
地
を
活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る
運
動
”

重
点
課
題
は
「
集
落
の
話
し
合
い
」
で
す
！！

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
進
み
、
地

域
の
農
地
の
維
持
が
難
し
く
な
る
中
、「
京
力
農

場
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
担

い
手
を
確
保
し
、
農
地
の
集
積
を
図
っ
て
い
く
こ

と
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
の
「
運
動
」
は
、
プ
ラ
ン
の

策
定
に
向
け
た
集
落
で
の
話
し
合
い
を
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
得
た
情
報

を
集
落
・
地
域
に
報
告
す
る
な
ど
、
話
し
合
い
の

き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
プ
ラ
ン

の
な
い
地
域
に
は
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
、
プ
ラ
ン
の

あ
る
地
域
で
は
、
よ
り
実
の
あ
る
プ
ラ
ン
へ
と
見

直
し
を
提
案
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
プ
ラ
ン
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、
特
に
農

業
委
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
で
す
。

プ
ラ
ン
に
よ
り
、
担
い
手
と
周
囲
の
農
家
の
役

割
分
担
が
合
意
さ
れ
て
い
れ
ば
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
、
地
域
集
積
協
力
金
を
確
保
す
る

な
ど
戦
略
的
に
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
で
の
取
り
組
み
の
際
に
は
、
農
業
会
議
の

巡
回
支
援
員
も
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

農業委員さん！！　私たち、支援員がお手伝いします。

京
都
府
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
事
務
局
：
農
業
会

議
）
で
は
、
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金
の
活
用
を
促
す
新

し
い
チ
ラ
シ
〈
＝
写
真
〉
を
作
成
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
さ
ん
に
は
各
農
家
へ
の
配
布
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金
は
、遊
休
農
地
の
耕
作
者
に
、

10
㌃
あ
た
り
５
万
円
（
条
件
に
よ
り
６
万
円
）
の
再
生
経
費
の

ほ
か
、
水
路
や
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
施
設
整
備
に
対
す
る
助
成

（
１
／
２
）
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
が
府
内
26
市
町
村
の
う
ち
、

こ
の
交
付
金
が
使
わ
れ
た
の
は
、
12
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
す
。

農
家
向
け
チ
ラ
シ
で
活
用
推
進
を
！

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金

遊休農地をあきらめない！！

さらに、こんなメニューも使えます！！（補助率50％）

で、復元・活用へ
耕作放棄地再生利用交付金

耕作放棄地の再生に
５万円（６万円）／10a が助成されます!!

京都府担い手育成総合支援協議会（事務局：京都府農業会議）

耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金耕作放棄地再生利用交付金

耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に耕作放棄地の再生に

重機による
再生費用を助成

パイプハウス
の建設

用排水路の復元
農道の整備・改修

保冷庫の
購入・設置

※受益農業者
　３名以上が
　必要

山城東部担当
奥村　一志

山城西部担当
中村　安秀

南丹担当
西村　寿

中丹担当
長澤　寿郎

丹後担当
増田　英雄

「集落で開く会合に同席して欲しい」
「地域で問題になっている遊休農地。どうするればいいかな？」
「集落営農の立ち上げについて話を聞いてみたいんだけど…」

� ▶どんなことでも御相談してみてください。
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農
業
・
農
村
に
関
心
の
あ
る
企
業
、
福

祉
団
体
な
ど
多
様
な
府
市
民
グ
ル
ー
プ
が

農
村
集
落
と
協
定
を
結
び
、
地
域
の
農
家

だ
け
で
は
保
全
が
難
し
く
な
っ
た
農
地
を

協
働
し
て
活
用
す
る
「
京
都
モ
デ
ル

フ
ァ
ー
ム
運
動
」
が
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
府
内
各
地
に
８
つ
の
協
定

（
精
華
町
、
京
丹
波
町
、
京
都
市
、
京
田

辺
市
、
南
丹
市
、
京
丹
後
市
）
が
誕
生
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
地
域
で
も
、
農
作
業

を
通
じ
て
喜
び
や
感
動
を
分
か
ち
合
う
こ

と
で
、
双
方
の
絆
が
深
ま
り
、
村
づ
く
り

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
ま

す
。地

域
か
ら
は
「
地
域
に
元
気
が
戻
っ
て

き
た
」
と
よ
ろ
こ
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
関
心
を
お
も

ち
の
農
業
委
員
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
、
農
業
会

議
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：	

京
都
府
農
業
会
議
モ
デ
ル

フ
ァ
ー
ム 

担
当
・
東ひ
が
し推
進
員

関
電
労
組
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
京
丹
波

町
質
美
北
久
保
地
区
で
は
、
労
組
組
合
員

に
よ
っ
て
集
落
内
の
す
べ
て
の
農
業
用
水

路
の
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
協
定
が

 

広
が
っ
て
い
ま
す

「
地
域
に
元
気
が
戻
っ
て
き
た
‼ 」各
地
で
よ
ろ
こ
び
の
声

今
年
度
の
「
農
の
雇
用
事
業
」
の
第
５

回
募
集
が
9
月
14
日
（
月
）
か
ら
10
月
31

日
（
土
）
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
経
営

者
は
期
間
中
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て

農
業
会
議
へ
申
請
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
申
請
書
の
書
き
方
や
必
要
な
添

付
書
類
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
、
本
会
議
・

担
い
手
育
成
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
農
の
雇
用
事
業
」
は
、
農
業
法
人
等

の
経
営
者
が
就
業
希
望
者
を
新
た
に
雇
用

し
て
、
生
産
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を

習
得
さ
せ
る
研
修
（
最
大
２
年
間
）
を
実

施
す
る
場
合
に
、
研
修
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

京
都
府
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
１
０
７
の

事
業
体
、
３
１
３
名
の
就
業
希
望
者
が
活

用
し
、
２
０
０
名
以
上
が
継
続
雇
用
（
平

成
27
年
７
月
現
在
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

施
さ
れ
た
経
営
者
の
皆
様
か
ら
は
「
助
成

が
あ
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て
雇
用
で
き

た
」「
規
模
拡
大
に
よ
り
経
営
が
安
定
し

た
」「
人
材
育
成
を
通
じ
て
経
営
者
自
身

も
成
長
で
き
た
」
な
ど
の
御
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
さ
ん
か
ら
も
周
辺
の
農
業
法

人
な
ど
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

主
な
要
件

⃝

事
業
体

・	

年
間
を
通
じ
て
農
業
を
営
ん
で
い
る

こ
と

・	

５
年
以
上
の
農
業
経
験
を
有
す
る
研

修
責
任
者
（
指
導
者
）
を
置
く
こ
と

・	

雇
用
す
る
研
修
生
と
、
期
間
の
定
め

の
無
い
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

⃝

研
修
生

・	

修
了
後
も
継
続
し
て
就
農
す
る
意
志

が
あ
る
こ
と

・	

正
社
員
と
し
て
の
採
用
日
時
点
で
原

則
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・	

過
去
の
農
業
就
業
期
間
が
５
年
以
内

で
あ
る
こ
と

助
成
内
容

・	

最
大
１
２
０
万
円
（
年
間
、
研
修
生

１
人
当
た
り
）

・	

最
長
２
年
間
助
成　
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会
議
員
の
異
動

〈
１
号
会
議
員
〉

南 
丹 
市
：
再
任　

野
中　

一
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
６
日
）

井 

手 
町
：
再
任　

奥
田　

英
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
14
日
）

与
謝
野
町
：
再
任　

西
原　

良
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
３
日
）

〈
５
号
会
議
員
〉

京
都
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

新
任　

小
田　

一
彦
（
６
月
30
日
）

退
任　

中
西　
　

健
（
６
月
29
日
）

常
任
会
議
だ
よ
り

農
地
法
等
諮
問
案
件
の
審
議
の
ほ
か
、

次
の
課
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

第
４
０
１
回
常
任
会
議
（
３
月
25
日
）

協
議①	

第
１
１
１
回
総
会
の
運
営
に
つ
い
て

第
４
０
２
回
常
任
会
議
（
４
月
22
日
）

報
告①	

農
業
委
員
会
法
等
の
改
正
法
案
に
つ

い
て

第
４
０
３
回
常
任
会
議
（
５
月
27
日
）

協
議①	

農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
う
組
織
対

応
に
つ
い
て

②	

「
平
成
27
年
度	

農
地
を
活
か
し
、担

い
手
を
応
援
す
る
運
動
」
の
推
進
に

つ
い
て

第
４
０
４
回
常
任
会
議
（
６
月
24
日
）

協
議①	

「
平
成
27
年
度	

農
地
を
活
か
し
、担

い
手
を
応
援
す
る
運
動
」
の
推
進
に

つ
い
て

②	

平
成
28
年
度
京
都
府
農
林
施
策
の
検

討
に
つ
い
て

第
４
０
５
回
常
任
会
議
（
７
月
22
日
）

協
議①	

第
１
１
２
回
総
会
の
運
営
と
提
出
議

案
に
つ
い
て

②	

平
成
28
年
度
京
都
府
農
林
施
策
提
案

の
重
点
事
項
に
つ
い
て

【
農
地
法
諮
問
案
件
の
審
議
件
数
】

	

（
３
～
７
月
）

第
４
条　

35
件　
　

２
０
、５
５
９
㎡

第
５
条　

100
件　

１
０
７
、６
９
７
㎡

　

計　
　

135
件　

１
２
８
、２
５
６
㎡

〈
会
議
員
現
地
調
査
案
件
〉

農
地
法
に
基
づ
く
諮
問
案
件　

10
件

・
４
月
10
日
（
南
丹
市
）

・
４
月
14
日
（
綾
部
市
）

・
４
月
15
日
（
八
幡
市
）

・
５
月
11
日
（
京
田
辺
市
）

・
５
月
14
日
（
木
津
川
市
）

・
６
月
12
日
（
福
知
山
市
）
※
３
件

・
７
月
13
日
（
木
津
川
市
）

・
８
月
13
日
（
京
田
辺
市
）

府
農
業
会
議
は
、
７
月
29
～
30
日
、
府
内
３
ブ
ロ
ッ

ク
で
農
業
者
年
金
加
入
推
進
部
長
等
研
修
会
を
開
き
、

合
わ
せ
て
１
２
６
名
の
農
業
者
、
農
業
委
員
、
Ｊ
Ａ
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
加
入
推
進
の
先
進
県
か
ら
青
年
農
業
士

の
田
口
正
幸
さ
ん
（
宮
崎
県
）
や
、
飛
騨
市
農
業
委
員

会
の
水
尻
清
雄
会
長
（
岐
阜
県
）
な
ど
が
、
農
業
者
年

金
の
魅
力
や
現
場
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

府
内
で
も
新
規
加
入
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
農
業
者
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
確
認

し
合
う
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
の
魅
力
を
知
ろ
う
！

府
会
議
・
Ｊ
Ａ
中
央
会
が
研
修
会
を
開
催

九州・沖縄地区青年農業クラブ連絡協議会の田口会長

『制度を知らずに加入できなかった農業者をなくそう！！』
農業者年金　新規加入者状況

4 ～ 6 月全国状況（暫定値）　　　　京都府状況（6 月末暫定）
全　国　累　計　（人） 111,940 平成 27 年度 京都府累計 8
新規加入者数　全国合計 165 前月比―85 久御山町 2
新規加入者数　第１位 58 北海道 京田辺市 2
新規加入者数　第２位 10 鹿児島県 舞鶴市 2
新規加入者数　第３位 7 茨城県 宇治市 1
新規加入者数　第３位 7 長野県 木津川市 1
新規加入者数　第５位 6 宮崎県コード 27－13　1,850 円

『
改
訂　

農
業
法
人
の
設
立
』

農
業
経
営
の
法
人
化
を
目
指
す
農
業
者
や
農

業
関
係
者
の
必
携
書
で
す
。

出
版
案
内


